
■病院の基本方針

１．地域に密着した急性期病院
２．救急医療を推進する病院
３．医療人の育成に力を入れる病院
４．職員の成長と活力を大切にする病院
５．最高品質を求めて変革していく病院

■患者さんの権利

■患者さんの義務

１．個人の尊厳が保たれ、いかなる差別もなく、 安全で良質な医療を公平に受ける権利
があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（受療権）

２．わかりやすい言葉で、病状、診断、予後、治療方法などについての説明を求めること
ができます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（知る権利）

３．納得できるまで説明を受けた後、医療従事者の提案する診療計画などを自らの意思
で決定することができます。  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （自己決定権）

４．プライバシーを保護される権利があります。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（プライバシー保護権）
５．他の医師に相談する権利があります。　　　　　　　　　 （セカンドオピニオン権）              

１．医療従事者に対し、自身の健康に関する情報を出来るだけ正確に伝えて下さい。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（情報提供義務）

２．すべての患者が適切な医療を受けられるよう、 社会的ルールや病院の規則、職員の
指示を守って下さい。　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 （診療協力義務）

３．適切な医療を維持するために、医療費を遅滞なくお支払下さい。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  （医療費支払義務）

４．医療人の育成という病院の役割のため、 臨床教育等に対し、可能な限り協力して下
さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      （医療人育成協力義務）

５．高度な医療を提供するため、臨床研究に対し、 可能な限り協力して下さい。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （臨床研究協力義務） 

済生の精神をもって

    心のこもった医療を実践する

■病院の理念
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長崎市民会館

浜の町アーケード

上長崎
小学校

経済学部前

諏訪神社

市民会館

上長崎小学校前済 生 会
長崎病院

新大工町

院　　長　衛藤正雄

診療科目　救急科、総合診療科、内科、内分泌内科、代謝内科、糖尿病内科、

呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、腎臓内科、人工透析

内科、小児科、脳神経外科、外科、消化器外科、大腸外科、

整形外科、産婦人科、耳鼻咽喉科･頭頸部外科、泌尿器科、

放射線科、放射線診断科、病理診断科、麻酔科、皮膚科、

リハビリテーション科

病 床 数　205床（全室個室） 

看護体制　７対1（152床）、HCU（12床）、地域包括ケア（41床）

関連施設　特別養護老人ホームなでしこ荘

自家用車　市役所方面より馬町交差点を長崎バイパス方面へ左折1分

　　　　　東長崎方面より馬町交差点を長崎バイパス方面へ右折1分

　　　　　諫早・時津方面より長崎バイパス西山出口を出て3分 

バ　　ス　新大工町前下車、徒歩10分

　　　　　上長崎小学校前／経済学部前下車、徒歩1分

電　　車　諏訪神社下車、徒歩10分

タクシー　長崎駅より７分　   

病 院 概 要 O u t l i n e

交通アクセス A c c e s s

ほほえみ
健 康 な 生 活 に 役 立 つ 医 療 情 報 や 当 院 の 魅 力 を 紹 介 す る 広 報 誌

s m i l e

T A K E  F R E E
ご 自 由 に お 取 り く だ さ い

入院費について 疑問を解消！特 集

4月号No.66

済生会長崎病院
社会福祉法人

恩賜
財団

ほほえみはいかがでしたか？

ご意見・ご要望等がありましたらご連絡ください。
メールはこちらから

新型コロナウイルス
ワクチン

　当院は、新型コロナウイルスワクチン優先接種施設となっ

ております。3月11日（木）に、ファイザー社の新型コロナウイ

ルスワクチンが届き、3月15日（月）より、1回目の優先接種を

実施しました。新型コロナウイルスの感染を防ぐには、集団免

疫をつけることが第一歩となります。

　当院も地域医療支援病院として地域の皆様のワクチン接種

にむけて準備をすすめて参ります。感染数が減少傾向にあり

ますが、感染対策を十分に行いましょう。

SAISEIKAI
N E W S
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春
暖
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す

ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
令
和
２
年
度
はC

O
VID

-1
9

（
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
）
の
蔓
延
で
大
変
な
不
安
と
不
自
由

の
中
、
過
ご
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
当
院

も
新
型
コ
ロ
ナ
重
点
医
療
機
関
と
し
て
１
病
棟

を
コ
ロ
ナ
専
用
病
棟
と
し
、21
床
を
コ
ロ
ナ
患

者
対
応
ベ
ッ
ド
と
し
て
使
用
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
末
か
ら
今
年
の
１
月
に
か
け
て
は
、
市
内

の
病
院
に
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
り
、
コ
ロ

ナ
患
者
の
急
増
で
当
院
も
フ
ル
に
病
床
を
稼
働

し
ま
し
た
。
１
都
10
府
県
の
緊
急
事
態
宣
言
お

よ
び
長
崎
県
の
特
別
警
戒
警
報
や
長
崎
市
の
緊

急
事
態
宣
言
な
ど
の
発
令
に
よ
り
、
２
月
に

入
っ
て
か
ら
は
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
数
は
徐
々
に

減
少
し
て
き
ま
し
た
。
２
月
末
に
は
長
崎
県
や

長
崎
市
の
警
報
等
は
解
除
さ
れ
、
さ
ら
に
首
都

圏
を
除
き
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
変
異
種
の
増
加
も
危
惧
さ
れ
ま
だ

ま
だ
予
断
は
許
さ
な
い
よ
う
で
す
。
よ
う
や
く

当
院
で
も
３
月
中
旬
か
ら
医
療
従
事
者
を
対
象

と
し
た
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。

副
反
応
等
も
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
感
染

予
防
の
観
点
か
ら
職
員
に
は
積
極
的
な
接
種
を

促
し
て
い
ま
す
。
４
月
に
な
っ
て
か
ら
は
高
齢

者
を
始
め
と
し
、
順
次
一
般
の
方
に
も
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
行
わ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
当
院

も
ワ
ク
チ
ン
接
種
可
能
な
病
院
と
し
て
、
地
域

の
皆
様
に
接
種
を
行
っ
て
い
く
予
定
に
し
て
お

り
ま
す
。
早
く
国
民
す
べ
て
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
行
わ
れ
て
、
コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る
恐
怖
か
ら

逃
れ
、
通
常
の
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を
願
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
済
生
会
グ
ル
ー
プ
は「
生
活
困
窮
者
へ
の
援

助
の
積
極
的
推
進
」、「
地
域
貢
献
」、「
医
療
と

福
祉
分
野
に
お
け
る
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
」
の
３
つ
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
歩
ん
で
お

り
ま
す
。
当
院
も「
済
生
の
精
神
」
に
基
づ
き

〝
無
料
低
額
診
療
〞
と
〝
生
活
困
窮
者
支
援
〞

を
根
幹
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
対
象

と
な
る
患
者
さ
ん
の
適
応
範
囲
を
広
げ
て
よ
り

一
層
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
外
来
に
は
入

退
院
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
入
院
か
ら
退

院
後
の
い
ろ
い
ろ
な
ご
相
談
を
受
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
多
く
の
患
者
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
さ
れ
た
格
好

に
な
っ
て
い
た
地
域
医
療
構
想
に
つ
き
ま
し
て

も
、
２
０
２
５
年
の
実
現
を
目
指
し
て
再
度
取

り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
当
院
は「
地
域
医
療
支
援
病
院
」
と
し
て
、

か
か
り
つ
け
医
療
機
関
と
の
連
携
、
他
の
医
療

機
関
と
の
共
同
利
用
、
地
域
の
医
療
従
事
者
の

向
上
の
た
め
生
涯
教
育
等
の
研
修
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
多
く
の
講
習
会
、
研
修
会
等
が
中
止
に
な
り

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
状
況
を
見
な
が
ら
Ｗ
ｅ

ｂ
の
利
用
も
考
え
開
催
し
て
い
く
予
定
に
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
医
学
生
、
研
修
医
の
研
修

病
院
と
し
て
も
毎
年
多
く
の
学
生
、
研
修
医
を

受
け
入
れ
て
お
り
、
活
気
の
あ
る
病
院
と
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
存
、
こ
れ
か

ら
急
速
に
変
化
す
る
地
域
医
療
の
あ
り
か
た
、

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
在
宅
医
療
の
問
題
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
〝
済
生
の
精
神
を
も
っ
て
　
心
の
こ
も
っ

た
　
医
療
を
実
践
す
る
〞
と
い
う
済
生
会
長
崎

病
院
の
理
念
を
実
践
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
願
う
と
と

も
に
、
今
後
と
も
当
院
の
医
療
関
係
者
お
よ
び

地
域
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
皆
様

の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策

ご 来 院 の 皆 さ ま へ
新型コロナウイルス感染症の流行に伴い当院での感染拡大を防ぐため、

ご来院するすべての方へ下記事項を実施させて頂きます。

面 会 制 限 マ ス ク 着 用 手 指 消 毒 検 　 温

また、以下に該当する場合は、直接受診する前に長崎県受診・相談センターに
相談してください。

発熱や咳など比較的軽い
風邪の症状が続く場合

息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、
高熱などの強い症状のいずれかがある場合

● 長崎県受診・相談センター　TEL.0120-409-745（24時間）

P O I N T

3
P O I N T

2
P O I N T

4
P O I N T

1

手洗いと手指消毒剤で
細菌やウイルスの侵入
を防ぐ

マスクや手袋などで
感染経路を遮断

お口のケアで感染症
を予防

可能な限り予防接種を
受ける

新型コロナウイルス感染症対策 4 つ の P O I N T を 実 践 し て 感 染 症 を 予 防 し ま し ょ う ！
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現
を
目
指
し
て
再
度
取

り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
当
院
は「
地
域
医
療
支
援
病
院
」
と
し
て
、

か
か
り
つ
け
医
療
機
関
と
の
連
携
、
他
の
医
療

機
関
と
の
共
同
利
用
、
地
域
の
医
療
従
事
者
の

向
上
の
た
め
生
涯
教
育
等
の
研
修
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
多
く
の
講
習
会
、
研
修
会
等
が
中
止
に
な
り

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
状
況
を
見
な
が
ら
Ｗ
ｅ

ｂ
の
利
用
も
考
え
開
催
し
て
い
く
予
定
に
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
医
学
生
、
研
修
医
の
研
修

病
院
と
し
て
も
毎
年
多
く
の
学
生
、
研
修
医
を

受
け
入
れ
て
お
り
、
活
気
の
あ
る
病
院
と
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
存
、
こ
れ
か

ら
急
速
に
変
化
す
る
地
域
医
療
の
あ
り
か
た
、

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
在
宅
医
療
の
問
題
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
〝
済
生
の
精
神
を
も
っ
て
　
心
の
こ
も
っ

た
　
医
療
を
実
践
す
る
〞
と
い
う
済
生
会
長
崎

病
院
の
理
念
を
実
践
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
願
う
と
と

も
に
、
今
後
と
も
当
院
の
医
療
関
係
者
お
よ
び

地
域
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
皆
様

の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策

ご 来 院 の 皆 さ ま へ
新型コロナウイルス感染症の流行に伴い当院での感染拡大を防ぐため、

ご来院するすべての方へ下記事項を実施させて頂きます。

面 会 制 限 マ ス ク 着 用 手 指 消 毒 検 　 温

また、以下に該当する場合は、直接受診する前に長崎県受診・相談センターに
相談してください。

発熱や咳など比較的軽い
風邪の症状が続く場合

息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、
高熱などの強い症状のいずれかがある場合

● 長崎県受診・相談センター　TEL.0120-409-745（24時間）

P O I N T

3
P O I N T

2
P O I N T

4
P O I N T

1

手洗いと手指消毒剤で
細菌やウイルスの侵入
を防ぐ

マスクや手袋などで
感染経路を遮断

お口のケアで感染症
を予防

可能な限り予防接種を
受ける

新型コロナウイルス感染症対策 4 つ の P O I N T を 実 践 し て 感 染 症 を 予 防 し ま し ょ う ！
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入
院
費
の
ギ
モ
ン
に
つ
い
て
解
説

患
者
さ
ん
に
も

わ
か
り
や
す
い
入
院
費

包
括
部
分
の
計
算
式

入
院
費
用
の
計
算
式

入
院
費
の
具
体
的
な
計
算
方
法

入
院
中
に
病
名
が
変
更
と

な
っ
た
場
合
は
ど
う
な
る
の
？

Ｄ
Ｐ
Ｃ
／
Ｐ
Ｄ
Ｐ
Ｓ
制
度

対
象
の
患
者
さ
ん
は
？ ！

？

！
　
等
の
専
門
分
野
に
関
わ
る
診
療
行
為
が

　
出
来
高
で
計
算
さ
れ
ま
す
。ま
た
食
事

　
療
養
費
も
出
来
高
と
な
り
ま
す
。

　（
図
）を
参
照

　
入
院
中
の
病
状
の
変
化
や
治
療
の
内
容

に
よ
っ
て
、診
断
群
分
類
が
入
院
の
途
中
で

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
診
断
群
分
類
は
１
回
の
入
院
に
お
い
て

１
つ
だ
け
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、そ

の
よ
う
な
場
合
は
最
終
的
な
診
断
群
分
類

（
最
も
医
療
資
源
を
投
入
し
た
傷
病
名
）を

適
用
し
、入
院
初
日
か
ら
請
求
額
の
再
計

算
を
行
い
ま
す
。月
を
ま
た
が
っ
て
入
院
さ

れ
て
い
る
場
合
に
は
、請
求
額
の
過
不
足
に

つ
い
て
調
整
が
入
り
ま
す
。予
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
済
生
会
長
崎
病
院
で
は
、２
０
０
８
年

７
月
か
ら
厚
生
労
働
省
よ
り
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象

病
院
の
認
可
を
受
け
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

国
の
方
針
で
あ
る
”医
療
の
質
の
標
準
化
、

質
の
向
上
、効
率
化
“（
ど
こ
の
病
院
で
も

同
じ
病
気
で
あ
れ
ば
同
じ
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
）を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。従
来
の
診
療
項
目
ご
と
に
計
算
す
る

『
出
来
高
払
い
』方
式
と
は
異
な
り
ま
す
。

入
院
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、こ
の
Ｄ
Ｐ
Ｃ

／
Ｐ
Ｄ
Ｐ
Ｓ
制
度
を
も
と
に
計
算
さ
れ
て

い
ま
す
。

※

出
来
高
払
い
方
式
と
は…

医
療
機
関
が
患
者
さ
ん

に
対
し
て
実
際
に
行
っ
た
医
療
行
為（
診
療
報
酬
）を

点
数
化
し
、そ
の
合
計
を
計
算
す
る
方
式
で
す
。

※

外
来
の
医
療
費
は
従
来
の
出
来
高
払
い
方
式
で
す
。

　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
と
は
、diagnosis

（
診
断
）

procedure

（
処
置
・
手
技
）com
bina-

tion

（
組
み
合
わ
せ
）の
略
で
、入
院
期
間

中
に
医
療
資
源（
薬
剤
・
技
術
・
人
件
費

等
）を
最
も
投
入
し
た『
傷
病
名
』と
入
院

期
間
中
に
提
供
さ
れ
る
手
術
、処
置
等
の

診
療
行
為
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
分
類
さ

れ『
診
断
群
分
類
』と
言
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
診
断
群
分
類（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
）は
、18
の
主

要
診
断
群
に
属
す
る
約
５
０
０
種
類
以
上

の
基
礎
疾
患
を
も
と
に
、重
症
度
、年
齢
、

手
術
・
処
置
の
有
無
、副
傷
病
名
の
有
無

等
に
よ
り
分
類
さ
れ
た
約
４
，５
０
０
種
類

の
診
断
群
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
ま
た
、Ｐ
Ｄ
Ｐ
Ｓ
と
は
、Per-D

iem

（
１

日
毎
）Paym

ent

（
支
払
）System

（
方

式
）の
略
で
、入
院
患
者
さ
ん
の
傷
病
名
、

手
術
な
ど
の
診
療
行
為
を
も
と
に
Ｄ
Ｐ
Ｃ

（
診
断
群
分
類
）で
対
象
疾
患
を
分
類
し
、

そ
の
分
類
ご
と
の
１
日
あ
た
り
の
点
数
に

よ
っ
て
計
算
さ
れ
る『
包
括
評
価
』部
分
と
、

『
出
来
高
評
価
』部
分
を
組
み
合
わ
せ
て

計
算
す
る
方
式
で
す
。

　
つ
ま
り
、傷
病
名
、病
状
、手
術
、処
置
、

検
査
等
に
よ
り
患
者
さ
ん
の
入
院
治
療
内

容
を
分
類（
診
断
群
分
類
）し
、そ
の
分
類

ご
と
に
医
療
費
を
計
算
す
る
制
度
の
こ
と

で
す
。診
断
群
分
類
に
は
分
類
区
分
に
応

じ
て
、３
段
階
の
入
院
期
間
が
設
け
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
包
括
点
数（
１
日
当
た
り
の

入
院
点
数
）が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
包
括
さ
れ
る
診
療
費（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
点
数
）＝

診
断
群
分
類
毎
の
１
日
の
包
括
評
価
点
数

×

入
院
日
数×

医
療
機
関
別
係
数×

10
円

　
入
院
費
用
＝
①
包
括
さ
れ
る
診
療
費+

②
出
来
高
の
診
療
費+

食
事
療
養
費

　
そ
の
他
　
保
険
外
療
養
費（
病
衣
等
・
差

額
ベ
ッ
ド
代
）等
は
、別
と
な
り
ま
す
。

①
主
治
医
が
入
院
中
で
最
も
医
療
資
源
を

　
投
入
し
た
傷
病
名
を
決
定
し
ま
す
。

　
そ
の
傷
病
名
に
基
づ
い
た
診
断
群
分
類

　
を
１
つ
選
択
し
、そ
の
診
断
群
分
類
に
定

　
め
ら
れ
た
包
括
点
数
を
基
本
に
１
日
あ

　
た
り
の
医
療
費
の
計
算
を
行
い
ま
す
。

②
ま
た
、検
査
の
一
部（
内
視
鏡
等
）、処
置

　
の
一
部（
透
析
等
）、手
術
、麻
酔
、リ
ハ
ビ
リ

Ｄ
Ｐ
Ｃ
／
Ｐ
Ｄ
Ｐ
Ｓ

（
診
断
群
分
類
に
基
づ
く
支
払
制
度
）

と
は
？

　
一
般
病
棟
へ
入
院
の
患
者
さ
ん
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
傷
病
名
と
治
療
内
容
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
り
厚
生
労
働
省
の
定
め
る
診
断
群
分
類

が
出
来
高
の
分
岐
の
場
合
は
、出
来
高
で

の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。ま
た
、３
段
階

の
入
院
期
間
を
超
え
た
場
合
は
、超
え
た

日
か
ら
出
来
高
払
い
と
な
り
ま
す
。

【
Ｄ
Ｐ
Ｃ
／
Ｐ
Ｄ
Ｐ
Ｓ
の
対
象
外
の
方
は

次
の
方
で
す
】

◆
外
来
診
療
の
み
の
方

◆
労
災
、公
務
災
害
、自
賠
責
の
方

◆
自
由
診
療
の
方

◆
入
院
後
24
時
間
以
内
に
亡
く
な
ら
れ
た
方

◆
治
験
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方

◆
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
へ
直
接
入
院
さ
れ
た
方  

等

　
入
院
す
る
場
合
や
外
来
で
化
学
療
法

等
の
治
療
を
行
う
場
合
に
医
療
費
が
高

額
と
な
り
ま
す
。医
療
機
関
で
の
窓
口
で

の
支
払
い
が
高
額
と
な
っ
た
場
合
は
あ
と

か
ら
申
請
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
自
己
負

70
歳
未
満
の
方

70
歳
以
上
の
方

患
者
自
己
負
担
の
計
算
方
法

医
療
費
が

高
額
に
な
り
そ
う
な
時
は
、

限
度
額
適
用
認
定
証
を

ご
利
用
く
だ
さ
い ！

限
度
額
認
定
証
の
申
請
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？？

●医療費 ８０，１００円＋（総医療費１，０００，００００円-２６７，０００円）×１％＝８７，４３０円
（受付窓口での支払額）
●食事療養費 １食４６０円×21食（１日３食×７日間）＝9,660円

８７，４３０円（限度額適用認定証を利用した場合の医療費）+9,660円＝97,090円
となります。

 医療費（限度額適用認定証を利用した場合の医療費）

 医療費（限度額認定証の申請をしていない場合）

●医療費１，０００，０００円×３割＝３００，０００円　　●食事療養費9,660円

３００，０００円+9,660円＝309,660円の窓口負担となります。
高額療養費制度を利用することで一時的に病院受付窓口に支払いをした自己負担上限額（300,000円-87,430円
＝212,570円が払い戻しを受けることができる金額）以上の金額についてあとで払い戻しを保険者より受けることが
できます。

担
額
を
超
え
た
額
が
払
い
戻
さ
れ
る【
高

額
療
養
費
制
度
】が
あ
り
ま
す
が
、あ
と
か

ら
払
い
戻
し
を
受
け
る
と
は
い
え
、一
時
的

な
支
払
い
が
負
担
と
な
り
ま
す
。そ
こ
で
、

事
前
に【
限
度
額
適
用
認
定
証
】を
申
請

し
、医
療
機
関
の
窓
口
に
保
険
証
と
限
度

額
適
用
認
定
証
を
一
緒
に
提
示
す
る
こ
と

で
ひ
と
月
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
と
な
り
ま
す
。（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
為
に
申

込
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、限
度
額
適
用
認

定
証
の
申
請
は
不
要
で
す
。（
詳
し
く
は
次

項
で
確
認
く
だ
さ
い
））

※

保
険
医
療
機
関（
入
院
・
外
来
別
）、保
険
薬
局
等 

　
そ
れ
ぞ
れ
で
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

※

保
険
外
負
担
額（
差
額
ベ
ッ
ド
代
や
病
衣
等
）や
入

　
院
時
の
食
事
療
養
費
は
別
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

　
意
く
だ
さ
い
。

※

同
月
に
入
院
や
外
来
等
が
複
数
受
診
が
あ
る
場
合

　
は
、高
額
療
養
費
の
申
請
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ

　
り
ま
す
。（
加
入
の
保
険
者（
お
手
持
ち
の
保
険
証
の

　
発
行
元
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

例
　
50
歳
　
限
度
額
認
定
証
区
分
　

　
　【
ウ
】を
窓
口
に
提
示

　
　
４
／
３
入
院
〜
４
／
９
退
院

　
　
総
医
療
費
が
１
０
０
万
円

　
　
１
日
３
食

　
　
７
日
間
の
食
事
が
出
て
い
る
場
合

　
年
齢
が
50
歳
で
す
の
で
、３
割
負
担
で
す
。

事
前
に
限
度
額
認
定
証
を
取
得
し
て
お
り
、

区
分【
ウ
】が
判
明（
窓
口
提
示
）し
て
い
る

例
で
す
。受
付
窓
口
で
の
支
払
い
額
を
計
算

し
て
み
ま
す
。

　
次
頁
表
の
区
分【
ウ
】の
自
己
負
担
額
の

計
算
方
式
に
当
て
は
め
て
計
算
を
行
い
ま

す
。

　「
限
度
額
認
定
証
」を
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
に
は
、申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。申

請
の
方
法
は
以
下
と
な
り
ま
す
。

（
国
民
健
康
保
険
）

⬇
お
住
ま
い
の
市
町
村
の
健
康
保
険
窓
口

（
協
会
け
ん
ぽ
）

⬇
ご
加
入
の
協
会
け
ん
ぽ
の
都
道
府
県
支
部

　
申
請
に
は
、印
鑑
、保
険
証
が
必
要
で
す
。ま

た
代
理
の
方
が
申
請
す
る
場
合
は
、代
理
人
の

印
鑑
、身
分
証
も
忘
れ
ず
に
・・・

（
組
合
健
保
）

⬇
各
保
険
組
合

　

70
歳
以
上
の
方
は
、【
高
齢
受
給
者
証
】を

ご
提
示
い
た
だ
く
こ
と
で
限
度
額
適
用
認

定
証
の
申
請
を
行
わ
な
く
て
も
こ
の
高
額

療
養
費
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※

所
得
区
分
が『
現
役
並
』の
方
、（
年
収
約
３
７
０
万

　
円
〜
約
１
，１
６
０
万
円
）、及
び
、『
低
所
得
』に
該

　
当
の
方
は
、『
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
限
度
額

　
認
定
証
』の
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。（『
低
所

　
得
』と
は『
住
民
税
非
課
税
』世
帯
の
方
で
す
）

事前に申請する事で、
病院窓口での支払は、所得区分に

よって自己負担限度額までの
支払いで済みます。

①
Ｄ
Ｐ
Ｃ
点
数（
包
括
評
価
）
②
出
来
高
算
定

手術料

リハビリ料など

検査料

画像診断料

出来高算定が

認められるものなど

従来の計算方法（出来高払い）

出来高のまま

DPCの計算方法（包括払い）
診療内容をひとつひとつ積み上げ計算する
方法です。

※医療機関別係数…病院の機能に応じて病院ごとに定められている係数

出
来
高
算
定

①DPC点数による診療費と②出来高算定に
よる診療費を合計します

手術料

リハビリ料

投薬料

注射料

入院料
1日あたりの

入院点数
×

日数
×

※医療機関別

係数

入院料・投薬料・注射料・

検査料・画像診断料など

包括に変更

済生会長崎病院では、入院が決定した場合、
医療コンシェルジュより、事前に制度のご説明を

させいただき、申請のご案内をしています。
不明な場合は、２階総合受付迄どうぞ。
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入
院
費
の
ギ
モ
ン
に
つ
い
て
解
説

患
者
さ
ん
に
も

わ
か
り
や
す
い
入
院
費

包
括
部
分
の
計
算
式

入
院
費
用
の
計
算
式

入
院
費
の
具
体
的
な
計
算
方
法

入
院
中
に
病
名
が
変
更
と

な
っ
た
場
合
は
ど
う
な
る
の
？

Ｄ
Ｐ
Ｃ
／
Ｐ
Ｄ
Ｐ
Ｓ
制
度

対
象
の
患
者
さ
ん
は
？ ！

？

！
　
等
の
専
門
分
野
に
関
わ
る
診
療
行
為
が

　
出
来
高
で
計
算
さ
れ
ま
す
。ま
た
食
事

　
療
養
費
も
出
来
高
と
な
り
ま
す
。

　（
図
）を
参
照

　
入
院
中
の
病
状
の
変
化
や
治
療
の
内
容

に
よ
っ
て
、診
断
群
分
類
が
入
院
の
途
中
で

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
診
断
群
分
類
は
１
回
の
入
院
に
お
い
て

１
つ
だ
け
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、そ

の
よ
う
な
場
合
は
最
終
的
な
診
断
群
分
類

（
最
も
医
療
資
源
を
投
入
し
た
傷
病
名
）を

適
用
し
、入
院
初
日
か
ら
請
求
額
の
再
計

算
を
行
い
ま
す
。月
を
ま
た
が
っ
て
入
院
さ

れ
て
い
る
場
合
に
は
、請
求
額
の
過
不
足
に

つ
い
て
調
整
が
入
り
ま
す
。予
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
済
生
会
長
崎
病
院
で
は
、２
０
０
８
年

７
月
か
ら
厚
生
労
働
省
よ
り
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象

病
院
の
認
可
を
受
け
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

国
の
方
針
で
あ
る
”医
療
の
質
の
標
準
化
、

質
の
向
上
、効
率
化
“（
ど
こ
の
病
院
で
も

同
じ
病
気
で
あ
れ
ば
同
じ
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
）を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。従
来
の
診
療
項
目
ご
と
に
計
算
す
る

『
出
来
高
払
い
』方
式
と
は
異
な
り
ま
す
。

入
院
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、こ
の
Ｄ
Ｐ
Ｃ

／
Ｐ
Ｄ
Ｐ
Ｓ
制
度
を
も
と
に
計
算
さ
れ
て

い
ま
す
。

※

出
来
高
払
い
方
式
と
は…

医
療
機
関
が
患
者
さ
ん

に
対
し
て
実
際
に
行
っ
た
医
療
行
為（
診
療
報
酬
）を

点
数
化
し
、そ
の
合
計
を
計
算
す
る
方
式
で
す
。

※

外
来
の
医
療
費
は
従
来
の
出
来
高
払
い
方
式
で
す
。

　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
と
は
、diagnosis

（
診
断
）

procedure

（
処
置
・
手
技
）com

bina-
tion

（
組
み
合
わ
せ
）の
略
で
、入
院
期
間

中
に
医
療
資
源（
薬
剤
・
技
術
・
人
件
費

等
）を
最
も
投
入
し
た『
傷
病
名
』と
入
院

期
間
中
に
提
供
さ
れ
る
手
術
、処
置
等
の

診
療
行
為
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
分
類
さ

れ『
診
断
群
分
類
』と
言
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
診
断
群
分
類（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
）は
、18
の
主

要
診
断
群
に
属
す
る
約
５
０
０
種
類
以
上

の
基
礎
疾
患
を
も
と
に
、重
症
度
、年
齢
、

手
術
・
処
置
の
有
無
、副
傷
病
名
の
有
無

等
に
よ
り
分
類
さ
れ
た
約
４
，５
０
０
種
類

の
診
断
群
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
ま
た
、Ｐ
Ｄ
Ｐ
Ｓ
と
は
、Per-D

iem

（
１

日
毎
）Paym

ent

（
支
払
）System

（
方

式
）の
略
で
、入
院
患
者
さ
ん
の
傷
病
名
、

手
術
な
ど
の
診
療
行
為
を
も
と
に
Ｄ
Ｐ
Ｃ

（
診
断
群
分
類
）で
対
象
疾
患
を
分
類
し
、

そ
の
分
類
ご
と
の
１
日
あ
た
り
の
点
数
に

よ
っ
て
計
算
さ
れ
る『
包
括
評
価
』部
分
と
、

『
出
来
高
評
価
』部
分
を
組
み
合
わ
せ
て

計
算
す
る
方
式
で
す
。

　
つ
ま
り
、傷
病
名
、病
状
、手
術
、処
置
、

検
査
等
に
よ
り
患
者
さ
ん
の
入
院
治
療
内

容
を
分
類（
診
断
群
分
類
）し
、そ
の
分
類

ご
と
に
医
療
費
を
計
算
す
る
制
度
の
こ
と

で
す
。診
断
群
分
類
に
は
分
類
区
分
に
応

じ
て
、３
段
階
の
入
院
期
間
が
設
け
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
包
括
点
数（
１
日
当
た
り
の

入
院
点
数
）が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
包
括
さ
れ
る
診
療
費（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
点
数
）＝

診
断
群
分
類
毎
の
１
日
の
包
括
評
価
点
数

×

入
院
日
数×

医
療
機
関
別
係
数×

10
円

　
入
院
費
用
＝
①
包
括
さ
れ
る
診
療
費+

②
出
来
高
の
診
療
費+

食
事
療
養
費

　
そ
の
他
　
保
険
外
療
養
費（
病
衣
等
・
差

額
ベ
ッ
ド
代
）等
は
、別
と
な
り
ま
す
。

①
主
治
医
が
入
院
中
で
最
も
医
療
資
源
を

　
投
入
し
た
傷
病
名
を
決
定
し
ま
す
。

　
そ
の
傷
病
名
に
基
づ
い
た
診
断
群
分
類

　
を
１
つ
選
択
し
、そ
の
診
断
群
分
類
に
定

　
め
ら
れ
た
包
括
点
数
を
基
本
に
１
日
あ

　
た
り
の
医
療
費
の
計
算
を
行
い
ま
す
。

②
ま
た
、検
査
の
一
部（
内
視
鏡
等
）、処
置

　
の
一
部（
透
析
等
）、手
術
、麻
酔
、リ
ハ
ビ
リ

Ｄ
Ｐ
Ｃ
／
Ｐ
Ｄ
Ｐ
Ｓ

（
診
断
群
分
類
に
基
づ
く
支
払
制
度
）

と
は
？

　
一
般
病
棟
へ
入
院
の
患
者
さ
ん
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
傷
病
名
と
治
療
内
容
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
り
厚
生
労
働
省
の
定
め
る
診
断
群
分
類

が
出
来
高
の
分
岐
の
場
合
は
、出
来
高
で

の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。ま
た
、３
段
階

の
入
院
期
間
を
超
え
た
場
合
は
、超
え
た

日
か
ら
出
来
高
払
い
と
な
り
ま
す
。

【
Ｄ
Ｐ
Ｃ
／
Ｐ
Ｄ
Ｐ
Ｓ
の
対
象
外
の
方
は

次
の
方
で
す
】

◆
外
来
診
療
の
み
の
方

◆
労
災
、公
務
災
害
、自
賠
責
の
方

◆
自
由
診
療
の
方

◆
入
院
後
24
時
間
以
内
に
亡
く
な
ら
れ
た
方

◆
治
験
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方

◆
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
へ
直
接
入
院
さ
れ
た
方  

等

　
入
院
す
る
場
合
や
外
来
で
化
学
療
法

等
の
治
療
を
行
う
場
合
に
医
療
費
が
高

額
と
な
り
ま
す
。医
療
機
関
で
の
窓
口
で

の
支
払
い
が
高
額
と
な
っ
た
場
合
は
あ
と

か
ら
申
請
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
自
己
負

70
歳
未
満
の
方

70
歳
以
上
の
方

患
者
自
己
負
担
の
計
算
方
法

医
療
費
が

高
額
に
な
り
そ
う
な
時
は
、

限
度
額
適
用
認
定
証
を

ご
利
用
く
だ
さ
い ！

限
度
額
認
定
証
の
申
請
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？？

●医療費 ８０，１００円＋（総医療費１，０００，００００円-２６７，０００円）×１％＝８７，４３０円
（受付窓口での支払額）
●食事療養費 １食４６０円×21食（１日３食×７日間）＝9,660円

８７，４３０円（限度額適用認定証を利用した場合の医療費）+9,660円＝97,090円
となります。

 医療費（限度額適用認定証を利用した場合の医療費）

 医療費（限度額認定証の申請をしていない場合）

●医療費１，０００，０００円×３割＝３００，０００円　　●食事療養費9,660円

３００，０００円+9,660円＝309,660円の窓口負担となります。
高額療養費制度を利用することで一時的に病院受付窓口に支払いをした自己負担上限額（300,000円-87,430円
＝212,570円が払い戻しを受けることができる金額）以上の金額についてあとで払い戻しを保険者より受けることが
できます。

担
額
を
超
え
た
額
が
払
い
戻
さ
れ
る【
高

額
療
養
費
制
度
】が
あ
り
ま
す
が
、あ
と
か

ら
払
い
戻
し
を
受
け
る
と
は
い
え
、一
時
的

な
支
払
い
が
負
担
と
な
り
ま
す
。そ
こ
で
、

事
前
に【
限
度
額
適
用
認
定
証
】を
申
請

し
、医
療
機
関
の
窓
口
に
保
険
証
と
限
度

額
適
用
認
定
証
を
一
緒
に
提
示
す
る
こ
と

で
ひ
と
月
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
と
な
り
ま
す
。（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
為
に
申

込
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、限
度
額
適
用
認

定
証
の
申
請
は
不
要
で
す
。（
詳
し
く
は
次

項
で
確
認
く
だ
さ
い
））

※

保
険
医
療
機
関（
入
院
・
外
来
別
）、保
険
薬
局
等 

　
そ
れ
ぞ
れ
で
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

※
保
険
外
負
担
額（
差
額
ベ
ッ
ド
代
や
病
衣
等
）や
入

　
院
時
の
食
事
療
養
費
は
別
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

　
意
く
だ
さ
い
。

※

同
月
に
入
院
や
外
来
等
が
複
数
受
診
が
あ
る
場
合

　
は
、高
額
療
養
費
の
申
請
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ

　
り
ま
す
。（
加
入
の
保
険
者（
お
手
持
ち
の
保
険
証
の

　
発
行
元
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

例
　
50
歳
　
限
度
額
認
定
証
区
分
　

　
　【
ウ
】を
窓
口
に
提
示

　
　
４
／
３
入
院
〜
４
／
９
退
院

　
　
総
医
療
費
が
１
０
０
万
円

　
　
１
日
３
食

　
　
７
日
間
の
食
事
が
出
て
い
る
場
合

　
年
齢
が
50
歳
で
す
の
で
、３
割
負
担
で
す
。

事
前
に
限
度
額
認
定
証
を
取
得
し
て
お
り
、

区
分【
ウ
】が
判
明（
窓
口
提
示
）し
て
い
る

例
で
す
。受
付
窓
口
で
の
支
払
い
額
を
計
算

し
て
み
ま
す
。

　
次
頁
表
の
区
分【
ウ
】の
自
己
負
担
額
の

計
算
方
式
に
当
て
は
め
て
計
算
を
行
い
ま

す
。

　「
限
度
額
認
定
証
」を
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
に
は
、申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。申

請
の
方
法
は
以
下
と
な
り
ま
す
。

（
国
民
健
康
保
険
）

⬇
お
住
ま
い
の
市
町
村
の
健
康
保
険
窓
口

（
協
会
け
ん
ぽ
）

⬇
ご
加
入
の
協
会
け
ん
ぽ
の
都
道
府
県
支
部

　
申
請
に
は
、印
鑑
、保
険
証
が
必
要
で
す
。ま

た
代
理
の
方
が
申
請
す
る
場
合
は
、代
理
人
の

印
鑑
、身
分
証
も
忘
れ
ず
に
・・・

（
組
合
健
保
）

⬇
各
保
険
組
合

　

70
歳
以
上
の
方
は
、【
高
齢
受
給
者
証
】を

ご
提
示
い
た
だ
く
こ
と
で
限
度
額
適
用
認

定
証
の
申
請
を
行
わ
な
く
て
も
こ
の
高
額

療
養
費
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※

所
得
区
分
が『
現
役
並
』の
方
、（
年
収
約
３
７
０
万

　
円
〜
約
１
，１
６
０
万
円
）、及
び
、『
低
所
得
』に
該

　
当
の
方
は
、『
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
限
度
額

　
認
定
証
』の
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。（『
低
所

　
得
』と
は『
住
民
税
非
課
税
』世
帯
の
方
で
す
）

事前に申請する事で、
病院窓口での支払は、所得区分に

よって自己負担限度額までの
支払いで済みます。

①
Ｄ
Ｐ
Ｃ
点
数（
包
括
評
価
）
②
出
来
高
算
定

手術料

リハビリ料など

検査料

画像診断料

出来高算定が

認められるものなど

従来の計算方法（出来高払い）

出来高のまま

DPCの計算方法（包括払い）
診療内容をひとつひとつ積み上げ計算する
方法です。

※医療機関別係数…病院の機能に応じて病院ごとに定められている係数

出
来
高
算
定

①DPC点数による診療費と②出来高算定に
よる診療費を合計します

手術料

リハビリ料

投薬料

注射料

入院料
1日あたりの

入院点数
×

日数
×

※医療機関別

係数

入院料・投薬料・注射料・

検査料・画像診断料など

包括に変更

済生会長崎病院では、入院が決定した場合、
医療コンシェルジュより、事前に制度のご説明を

させいただき、申請のご案内をしています。
不明な場合は、２階総合受付迄どうぞ。



◆転職や引っ越しで保険証の切り替え中にマイナンバーカードで受診が可能です。
◆限度額認定証の手続きが不要な為、医療機関等での上限額以上の支払いをしなくてよくなります。
◆医療費控除もマイナポータルサイトを利用する事で便利になります。

入院中のご請求
（定期請求）

2階総合受付
（会計）

取扱時間
月末に1ヶ月分をとりまと
め、翌月の15日前後に請
求書をお部屋までお届け
します。入院費用は請求書
が届いてから概ね10日以
内に2階総合受付（会計）
までお支払いください。

9時～17時
（土日祝日を除く）

お支払いは、現金も
しくはクレジットカード
でお願いします。

（デビットカード可）

お支払い済みの領収書は、所得税
の医療費控除を申請する時に必要
です。大切に保管ください。
再発行はしておりません。
※医療費控除は、確定申告で税務署に申請する
ものであり、1世帯で1年間に医療費の支払いが
10万円以上あった場合に申請できる制度です。
手続きは、1年間の医療費の領収書を税務署に
提出して行います。医療費控除の対象は保険適
用外の医療費や交通費も含まれます。

お支払い済みの領収書

さらに
メリット！

退院日当日に請求書をお部屋まで
お届けします。2階総合受付（会計）
までお支払いください。
※入院患者さんの病状や治療経過の内容・検
査結果によって、当初計画していた診断群分類
が変更となった場合は、入院時に遡って、医療
費の計算を再計算する事となります。その場合
は、退院時に前月までの支払額との過不足を調
整させていただくことがあります。ご了承ください。

退院日当日のご請求
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！

マイナンバーカードが
健康保険証として
利用できるようになります！

6つのメリット

健康保険証として
ずっと使える！

医療保険の資格
確認がスピーディに！

手続きなしで限度額
以上の一時的な支払

が不要に！

健康管理や
医療の質が向上！

医療保険の
事務コストの削減！

医療費控除も
カードで便利に！

内閣府/総務省/厚生労働省　リーフレットより引用

※マイナンバーカードのICチップにある電子証明書により医療保険の資格をオンラインで確認します。

済生会長崎病院では、マイナンバーカードによる顔認証機器（オンライン資格確認）を導入しています。

使い方はカンタン！マイナンバーカードをカードリーダーにかざすだけ！

　
済
生
会
長
崎
病
院
で
は
、
２
０
２
０
年

10
月
排
尿
ケ
ア
チ
ー
ム
を
発
足
し
、
２
０
２

１
年
２
月
か
ら
本
格
的
に
始
動
し
ま
し
た
。

　
入
院
患
者
さ
ん
の
排
尿
自
立
が
退
院
後

に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
診
療
報
酬
か
ら
も
わ

か
る
よ
う
に
、
や
は
り
排
泄
は
、
自
立
し
た

生
活
を
送
り
た
い
と
願
う
患
者
さ
ん
が
大
勢

い
ま
す
。

　
誰
も
が
人
生
の
最
期
ま
で
、
ト
イ
レ
で
の

排
泄
を
し
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
患
者
さ
ん
の
思
い
を
尊
重
し
、
専

任
医
師
、
専
任
看
護
師
、
専
任
理
学
療
法

士
等
が
協
働
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
立

場
か
ら
、
患
者
さ
ん
の
排
尿
自
立
を
促
進

し
て
い
く
為
、
多
職
種
か
ら
な
る
排
尿
ケ
ア

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
排
尿
ケ
ア
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
、
排
尿

ケ
ア
に
お
け
る
専
門
的
知
識
を
も
っ
た
多
職

種
か
ら
な
り
ま
す
。

　
排
尿
ケ
ア
チ
ー
ム
に
よ
る
排
尿
自
立
支
援

の
目
的
は
、
排
尿
に
関
す
る
知
識
や
ケ
ア
の

向
上
を
行
う
こ
と
で
、
早
期
の
尿
道
カ
テ
ー

テ
ル
抜
去
と
、
適
切
な
排
尿
ケ
ア
に
よ
り
尿

路
感
染
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
排
尿
を
自
立

に
導
く
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
の
Ａ
Ｄ
Ｌ（
日

常
生
活
動
作
）
の
維
持
や
、Ｑ
Ｏ
Ｌ（
ク
オ

リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
）
の
向
上
、
ま
た

在
宅
復
帰
の
実
現
で
す
。

医
師
／
看
護
師
／

薬
剤
師
／
理
学
療
法
士
／
事
務

　
下
部
尿
路
機
能
評
価
、
排
尿
自
立
に
向

け
た
支
援
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
回
診
、
患

者
さ
ん
に
あ
わ
せ
た
排
尿
自
立
支
援 
（
Ｑ
Ｏ

Ｌ
全
体
の
改
善
）

　
エ
コ
ー
残
尿
測
定
と
ト
イ
レ
誘
導
、
排
尿

介
助
タ
イ
ミ
ン
グ
の
工
夫

　
早
期
尿
バ
ル
ー
ン
抜
去
の
検
討
、
お
む
つ

の
検
討
、
薬
剤
の
検
討
、
理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
は
、
運
動
機
能
訓
練
（
関
節

可
動
域
拡
大
、
筋
力
強
化
、
起
居
・
移
乗
・

移
動
動
作
の
安
定
化
、
排
泄
に
関
す
る
動

作
訓
練
な
ど
）
や
、
動
作
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

合
わ
せ
た
補
助
用
具
の
選
択
や
環
境
整
備
、

介
助
方
法
の
工
夫
等
を
検
討
、
外
来
と
連

携
、
退
院
支
援
と
の
協
働 

な
ど

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
大
勢
の
人
が
集
ま
る
院

内
研
修
が
開
催
で
き
な
い
日
々
で
す
が
、Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
用
し
て
の
院
内
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
患
者
抽
出
法
や
、
下
部
尿

路
障
害
の
予
測
及
び
評
価
、
診
療
計
画
書
、

排
尿
日
誌
の
記
載
方
法
、
理
学
療
法
、
薬

物
療
法
等
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

　
医
師
、
看
護
師
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
、

事
務
職
員
等
大
勢
の
職
員
が
、Ｐ
Ｃ
端
末
又

は
ス
マ
ホ
か
ら
視
聴
し
、
排
尿
ケ
ア

に
係
る
情
報
の
共
有
を
行
い

ま
し
た
。  

①区分 ア 252,600円+
（総医療費※1-842,000円）×1％ 252,600円+（総医療費-842,000円）×1％

［多数該当：140,100円］

167,400円+（総医療費-558,000円）×1％
［多数該当：93,000円］

80,100円+（総医療費-267,000円）×1％
［多数該当：44,400円］

18,000円
（年間上限14.4万円）

8,000円
24,600円

15,000円

57,600円
［多数該当：44,400円］

167,400円+
（総医療費※1-558,000円）×1％

80,100円+
（総医療費※1-267,000円）×1％

57,600円

140,100円

93,000円

44,400円

44,400円

24,600円35,400円

②区分 イ

標準報酬月額83万円以上の方
報酬月額81万円以上の方

標準報酬月額53万円～79万円の方
報酬月額51万5千円以上～81万円未満の方

③区分 ウ
標準報酬月額28万円～50万円の方
報酬月額27万円以上～51万5千円未満の方

④区分 エ
標準報酬月額26万円以下の方
報酬月額27万円未満の方

⑤区分 オ（低所得者）
（被保険者が市区町村民税の非課税者等）

所得区分 自己負担限度額
外来（個人ごと） 外来・入院（世帯）

自己負担限度額 多数該当※2

①
ひ
と
月
に
、世
帯
で
複
数
の
方
が
病
気
や

　
ケ
ガ
を
し
て
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合

②
ひ
と
月
に
、一
人
が
複
数
の
医
療
機
関
で

　
受
診
し
た
り
、一つ
の
医
療
機
関
で
入
院

　
と
外
来
で
受
診
し
た
場
合

③
ひ
と
月
に
①
、②
が
同
時
に
あ
る
場
合

　
自
己
負
担
額
は
世
帯
で
合
算
す
る
事

が
で
き
、そ
の
合
算
し
た
額
が
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、超
え
た
額
が

払
い
戻
さ
れ
ま
す
。（
こ
こ
で
い
う
世
帯
と

は
、医
療
保
険
に
お
け
る
世
帯
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。協
会
け
ん
ぽ
や
健
康
保
険
組
合

な
ど
の
健
康
保
険
制
度
の
場
合
は
被
保

険
者
と
被
扶
養
者
グ
ル
ー
プ
を
指
し
、共

働
き
で
そ
れ
ぞ
れ
が
被
保
険
者
で
あ
る
場

合
に
は
同
一
世
帯
と
は
み
な
し
ま
せ
ん
。）

　
ま
た
、７０
歳
未
満
の
方
の
合
算
で
き
る
自

己
負
担
額
は
、２
１
，０
０
０
円
以
上
の
も

の
に
限
ら
れ
ま
す
。７０
歳
以
上
の
方
に
つい
て

は
、自
己
負
担
額
は
す
べ
て
合
算
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
保
険
者（
保
険
証
の
発
行

元
）に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

次
の
場
合
に
は

医
療
費
が
世
帯
で

合
算
さ
れ
高
額
療
養
費
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

被保険者の所得区分

①現役並みの
　所得者

現役並みⅢ
（標準報酬月額83万円以上で高齢
受給者証の負担割合が3割の方）

Ⅲ（※3）

Ⅰ （※4）

現役並みⅡ
（標準報酬月額53万円～79万円で
高齢受給者証の負担割合が3割の方）

現役並みⅠ
（標準報酬月額28万円～50万円で
高齢受給者証の負担割合が3割の方）

②一般所得者（①および③以外の方）

③低所得者

※　※3被保険者が市区町村民税の非課税者等である場合です。
※　※4被保険者とのその扶養家族全ての方の収入から必要経費・控除額を除いた後の所得がない場合です。
注）現役並み所得者に該当する場合は、市区町村民税が非課税等であっても現役並み所得者となります。
注）「区分ア」または「区分イ」に該当する場合、市区町村民税が非課税等であっても、標準報酬月額での「区分ア」または「区分イ」の該当となります。

※　※1総医療費とは保険適用される診療費用の総額（10割）です。
※　※2療養を受けた月以前の1年間に、3ヵ月以上の高額医療費の支給を受けた（限度額適用認定証を使用し、自己負担
　　限度額を負担した場合も含む）場合には、4ヵ月目から「多数該当」となり、自己負担限度額がさらに軽減されます。
注）「区分ア」または「区分イ」に該当する場合、市区町村民税が非課税等であっても標準報酬月額での「区分ア」または「区分イ」の該当となります。

　 　 　 　 排 尿 ケ ア チ ー ム  に よ る

排尿自立支援を開始しました

排
尿
ケ
ア
チ
ー
ム
が

発
足
し
ま
し
た

脳卒中リハビリテーション
看護認定看護師・主任看護師

原  麻記子

産婦人科 部長

河野 通晴

T o p i c s
S A I S E I K A I

２
月
に
は
、

排
尿
ケ
ア
チ
ー
ム
に
よ
る

職
員
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た

活
動
内
容

メ
ン
バ
ー
構
成

　排尿障害で悩んでいる方の
思いを伺いながらできるだけ自
立した排尿ができるよう、退院後
の生活を見据えて、その方に合
わせた排尿ケアをチームで支援し
てまいります。

　排泄というのは、人間らしく
あるための大切な行為です。残
念ながら病状によっては、排尿
のために管を長期間留置せざる
を得ない方もいらっしゃいますが、
なるだけ排尿自立を促し少しでも
人間らしく生活できるようお手伝い
ができれば本望です。産婦人科
医ではありますが、排尿の側面か
らチームの一員として一人一人の
患者さんと向き合っていく所存で
す。 

限度額認定証の
申請手続きが不要と

なりますので、
ぜひご利用ください。

2021年3月（予定）から



◆転職や引っ越しで保険証の切り替え中にマイナンバーカードで受診が可能です。
◆限度額認定証の手続きが不要な為、医療機関等での上限額以上の支払いをしなくてよくなります。
◆医療費控除もマイナポータルサイトを利用する事で便利になります。

入院中のご請求
（定期請求）

2階総合受付
（会計）

取扱時間
月末に1ヶ月分をとりまと
め、翌月の15日前後に請
求書をお部屋までお届け
します。入院費用は請求書
が届いてから概ね10日以
内に2階総合受付（会計）
までお支払いください。

9時～17時
（土日祝日を除く）

お支払いは、現金も
しくはクレジットカード
でお願いします。
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です。大切に保管ください。
再発行はしておりません。
※医療費控除は、確定申告で税務署に申請する
ものであり、1世帯で1年間に医療費の支払いが
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お支払い済みの領収書

さらに
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お届けします。2階総合受付（会計）
までお支払いください。
※入院患者さんの病状や治療経過の内容・検
査結果によって、当初計画していた診断群分類
が変更となった場合は、入院時に遡って、医療
費の計算を再計算する事となります。その場合
は、退院時に前月までの支払額との過不足を調
整させていただくことがあります。ご了承ください。

退院日当日のご請求
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マイナンバーカードが
健康保険証として
利用できるようになります！

6つのメリット

健康保険証として
ずっと使える！

医療保険の資格
確認がスピーディに！

手続きなしで限度額
以上の一時的な支払

が不要に！

健康管理や
医療の質が向上！

医療保険の
事務コストの削減！

医療費控除も
カードで便利に！
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※マイナンバーカードのICチップにある電子証明書により医療保険の資格をオンラインで確認します。

済生会長崎病院では、マイナンバーカードによる顔認証機器（オンライン資格確認）を導入しています。

使い方はカンタン！マイナンバーカードをカードリーダーにかざすだけ！
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。
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多
職

種
か
ら
な
り
ま
す
。

　
排
尿
ケ
ア
チ
ー
ム
に
よ
る
排
尿
自
立
支
援

の
目
的
は
、
排
尿
に
関
す
る
知
識
や
ケ
ア
の

向
上
を
行
う
こ
と
で
、
早
期
の
尿
道
カ
テ
ー

テ
ル
抜
去
と
、
適
切
な
排
尿
ケ
ア
に
よ
り
尿

路
感
染
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
排
尿
を
自
立

に
導
く
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
の
Ａ
Ｄ
Ｌ（
日

常
生
活
動
作
）
の
維
持
や
、Ｑ
Ｏ
Ｌ（
ク
オ

リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
）
の
向
上
、
ま
た

在
宅
復
帰
の
実
現
で
す
。

医
師
／
看
護
師
／

薬
剤
師
／
理
学
療
法
士
／
事
務

　
下
部
尿
路
機
能
評
価
、
排
尿
自
立
に
向

け
た
支
援
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
回
診
、
患

者
さ
ん
に
あ
わ
せ
た
排
尿
自
立
支
援 

（
Ｑ
Ｏ

Ｌ
全
体
の
改
善
）

　
エ
コ
ー
残
尿
測
定
と
ト
イ
レ
誘
導
、
排
尿

介
助
タ
イ
ミ
ン
グ
の
工
夫

　
早
期
尿
バ
ル
ー
ン
抜
去
の
検
討
、
お
む
つ

の
検
討
、
薬
剤
の
検
討
、
理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
は
、
運
動
機
能
訓
練
（
関
節

可
動
域
拡
大
、
筋
力
強
化
、
起
居
・
移
乗
・

移
動
動
作
の
安
定
化
、
排
泄
に
関
す
る
動

作
訓
練
な
ど
）
や
、
動
作
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

合
わ
せ
た
補
助
用
具
の
選
択
や
環
境
整
備
、

介
助
方
法
の
工
夫
等
を
検
討
、
外
来
と
連

携
、
退
院
支
援
と
の
協
働 

な
ど

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
大
勢
の
人
が
集
ま
る
院

内
研
修
が
開
催
で
き
な
い
日
々
で
す
が
、Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
用
し
て
の
院
内
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
患
者
抽
出
法
や
、
下
部
尿

路
障
害
の
予
測
及
び
評
価
、
診
療
計
画
書
、

排
尿
日
誌
の
記
載
方
法
、
理
学
療
法
、
薬

物
療
法
等
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

　
医
師
、
看
護
師
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
、

事
務
職
員
等
大
勢
の
職
員
が
、Ｐ
Ｃ
端
末
又

は
ス
マ
ホ
か
ら
視
聴
し
、
排
尿
ケ
ア

に
係
る
情
報
の
共
有
を
行
い

ま
し
た
。  

①区分 ア 252,600円+
（総医療費※1-842,000円）×1％ 252,600円+（総医療費-842,000円）×1％

［多数該当：140,100円］

167,400円+（総医療費-558,000円）×1％
［多数該当：93,000円］

80,100円+（総医療費-267,000円）×1％
［多数該当：44,400円］

18,000円
（年間上限14.4万円）

8,000円
24,600円

15,000円

57,600円
［多数該当：44,400円］

167,400円+
（総医療費※1-558,000円）×1％

80,100円+
（総医療費※1-267,000円）×1％

57,600円

140,100円

93,000円

44,400円

44,400円

24,600円35,400円

②区分 イ

標準報酬月額83万円以上の方
報酬月額81万円以上の方

標準報酬月額53万円～79万円の方
報酬月額51万5千円以上～81万円未満の方

③区分 ウ
標準報酬月額28万円～50万円の方
報酬月額27万円以上～51万5千円未満の方

④区分 エ
標準報酬月額26万円以下の方
報酬月額27万円未満の方

⑤区分 オ（低所得者）
（被保険者が市区町村民税の非課税者等）

所得区分 自己負担限度額
外来（個人ごと） 外来・入院（世帯）

自己負担限度額 多数該当※2

①
ひ
と
月
に
、世
帯
で
複
数
の
方
が
病
気
や

　
ケ
ガ
を
し
て
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合

②
ひ
と
月
に
、一
人
が
複
数
の
医
療
機
関
で

　
受
診
し
た
り
、一つ
の
医
療
機
関
で
入
院

　
と
外
来
で
受
診
し
た
場
合

③
ひ
と
月
に
①
、②
が
同
時
に
あ
る
場
合

　
自
己
負
担
額
は
世
帯
で
合
算
す
る
事

が
で
き
、そ
の
合
算
し
た
額
が
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、超
え
た
額
が

払
い
戻
さ
れ
ま
す
。（
こ
こ
で
い
う
世
帯
と

は
、医
療
保
険
に
お
け
る
世
帯
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。協
会
け
ん
ぽ
や
健
康
保
険
組
合

な
ど
の
健
康
保
険
制
度
の
場
合
は
被
保

険
者
と
被
扶
養
者
グ
ル
ー
プ
を
指
し
、共

働
き
で
そ
れ
ぞ
れ
が
被
保
険
者
で
あ
る
場

合
に
は
同
一
世
帯
と
は
み
な
し
ま
せ
ん
。）

　
ま
た
、７０
歳
未
満
の
方
の
合
算
で
き
る
自

己
負
担
額
は
、２
１
，０
０
０
円
以
上
の
も

の
に
限
ら
れ
ま
す
。７０
歳
以
上
の
方
に
つい
て

は
、自
己
負
担
額
は
す
べ
て
合
算
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
保
険
者（
保
険
証
の
発
行

元
）に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

次
の
場
合
に
は

医
療
費
が
世
帯
で

合
算
さ
れ
高
額
療
養
費
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

被保険者の所得区分

①現役並みの
　所得者

現役並みⅢ
（標準報酬月額83万円以上で高齢
受給者証の負担割合が3割の方）

Ⅲ（※3）

Ⅰ （※4）

現役並みⅡ
（標準報酬月額53万円～79万円で
高齢受給者証の負担割合が3割の方）

現役並みⅠ
（標準報酬月額28万円～50万円で
高齢受給者証の負担割合が3割の方）

②一般所得者（①および③以外の方）

③低所得者

※　※3被保険者が市区町村民税の非課税者等である場合です。
※　※4被保険者とのその扶養家族全ての方の収入から必要経費・控除額を除いた後の所得がない場合です。
注）現役並み所得者に該当する場合は、市区町村民税が非課税等であっても現役並み所得者となります。
注）「区分ア」または「区分イ」に該当する場合、市区町村民税が非課税等であっても、標準報酬月額での「区分ア」または「区分イ」の該当となります。

※　※1総医療費とは保険適用される診療費用の総額（10割）です。
※　※2療養を受けた月以前の1年間に、3ヵ月以上の高額医療費の支給を受けた（限度額適用認定証を使用し、自己負担
　　限度額を負担した場合も含む）場合には、4ヵ月目から「多数該当」となり、自己負担限度額がさらに軽減されます。
注）「区分ア」または「区分イ」に該当する場合、市区町村民税が非課税等であっても標準報酬月額での「区分ア」または「区分イ」の該当となります。

　 　 　 　 排 尿 ケ ア チ ー ム  に よ る

排尿自立支援を開始しました

排
尿
ケ
ア
チ
ー
ム
が

発
足
し
ま
し
た

脳卒中リハビリテーション
看護認定看護師・主任看護師

原  麻記子

産婦人科 部長

河野 通晴

T o p i c s
S A I S E I K A I

２
月
に
は
、

排
尿
ケ
ア
チ
ー
ム
に
よ
る

職
員
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た

活
動
内
容

メ
ン
バ
ー
構
成

　排尿障害で悩んでいる方の
思いを伺いながらできるだけ自
立した排尿ができるよう、退院後
の生活を見据えて、その方に合
わせた排尿ケアをチームで支援し
てまいります。

　排泄というのは、人間らしく
あるための大切な行為です。残
念ながら病状によっては、排尿
のために管を長期間留置せざる
を得ない方もいらっしゃいますが、
なるだけ排尿自立を促し少しでも
人間らしく生活できるようお手伝い
ができれば本望です。産婦人科
医ではありますが、排尿の側面か
らチームの一員として一人一人の
患者さんと向き合っていく所存で
す。 

限度額認定証の
申請手続きが不要と

なりますので、
ぜひご利用ください。

2021年3月（予定）から
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感
染
管
理
認
定
看
護
師
を

　
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
？

　
感
染
委
員
会
に
所
属
し
て
い
た
時
に
認
定

の
お
話
を
い
た
だ
き
、
興
味
が
あ
る
分
野
だ
っ

た
の
で
受
験
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
業
務
内
容
は
？

　
専
従
の
感
染
管
理
者
と
し
て
感
染
に
関
わ

る
様
々
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
昨
年

か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

に
伴
い
、
感
染
予
防
対
策
や
患
者
の
受
け
入

れ
準
備
、
検
査
や
受
診
に
関
す
る
業
務
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
新
し
い
感
染
症
な
の
で
日
々
情

報
が
刷
新
さ
れ
る
の
で
つ
い
て
い
く
の
が
大
変

で
す
が
、
皆
様
に
相
談
し
な
が
ら
な
ん
と
か
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

医
療
を
支
え
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

感染抑制部 看護師長・感染管理 認定看護師

　
業
務
を
す
る
う
え
で
一
番
大
切
に

　
し
て
い
る
こ
と
は
？

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
す
。
特

に
去
年
か
ら
は
コ
ロ
ナ
の
お
か
げ
で
保
健
所
な

ど
院
外
の
方
と
関
わ
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

顔
が
見
え
な
い
た
め
、
丁
寧
な
対
応
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。

　
今
後
の
目
標
は
？

　「
感
染
対
策
を
継
続
す
る
」
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
お
か
げ
で
感
染
対
策
、
特
に
標
準

予
防
策
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
後
も
必
要

な
対
策
を
継
続
で
き
る
よ
う
な
関
わ
り
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。

[

認
定
看
護
師
と
は
？]

認
定
看
護
師

(C
N

: C
ertified N

urse)

と
は
、
日
本

看
護
協
会
認
定
看
護
師
認
定
審
査
に
合
格
し
た
特
定
の
看

護
分
野
に
お
い
て
、
熟
練
し
た
看
護
技
術
と
知
識
を
用
い
て
、

水
準
の
高
い
看
護
実
践
の
で
き
る
看
護
師
の
こ
と
で
す
。

林田 久美

初心
忘るべからず

済生人
02

「医療を支えるスペシャリスト」

では、済生会長崎病院を支える

済生人をご紹介します。

ｓａｉｓｅｉｊｉｎ

おいしく食べてフレイル予防 4月17日（土）

未定5月15日（土）

未定6月19日（土）

毎月第3土曜日／10時～11時

済生会長崎病院 別館管理棟1階研修室

無料

毎月第3土曜日／13時30分～15時00分

長崎市北公民館 視聴覚室

無料

第141回

第142回

第143回

未定7月19日（土）

 4月17日（土）

未定

未定

5月15日（土）

未定6月19日（土）

未定7月19日（土）

第144回

お申し込みは不要です。お気軽にご参加ください。

お問い合わせ
済生会長崎病院 総務課 平川　TEL.826̶9236

お申し込み・お問い合わせ
長崎市北公民館
〒852-8135  長崎市千歳町5番1号　TEL.845-6362 

日時 会場 受講料
健康講座

健康講座 長 崎 北 公 民 館

済 生 会 長 崎 病 院
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未定

未定

5月15日（土）

未定6月19日（土）

未定7月19日（土）

第144回

お申し込みは不要です。お気軽にご参加ください。

お問い合わせ
済生会長崎病院 総務課 平川　TEL.826̶9236

お申し込み・お問い合わせ
長崎市北公民館
〒852-8135  長崎市千歳町5番1号　TEL.845-6362 

日時 会場 受講料
健康講座

健康講座 長 崎 北 公 民 館

済 生 会 長 崎 病 院



S A I S E I K A I
Announce

ご案内

当院では紹介状をお持ちでない患者さんのご予約の受付はいたしておりません。

紹介状（診療情報提供書）をお持ちの患者さんは平日〈８時30分～18時〉土曜日〈９時～13時〉の時間帯に地域医療連携センター

（TEL 0120-548-398（直通）または 095-827-7021（直通））へ

再診の予約または予約変更の患者さんは平日〈12時30分〜16時30分〉の時間帯に各診療科の外来看護師（TEL 095-826-9236（代表））へ

お電話をお願いいたします。

　診療受付時間　　午前８時30分～午前11時30分

※ただし急患の場合は、この限りではありません。ご不明な点がございましたら、当院へご連絡ください。

外来担当医表 令和３年４月１日　現在

診療科 月 火 水 木 金

救 急 セ ン タ ー
時間内 芦澤　潔人　／　﨑村幸一郎　／　牛島隆二郎　／　長崎大学医師　

時間外 2 4 時 間 3 6 5 日 受 入

総 合 内 科
午前 早野　元信 坂本　　藍 入田　昭子 濵田　久之 入田　昭子

午後 紹 介 及 び 急 患 の み 受 付

呼 吸 器 内 科 午前 夫津木要二 飯田　桂子 中田　奈々 夫津木要二 飯田　桂子

循 環 器 内 科 午前 福田　侑甫
米倉　　剛 中田　智夫 中田　智夫 早野　元信

〈不整脈〉

福田　侑甫
早野　元信
〈不整脈〉

消 化 器 内 科 午前 町田　治久 内田信二郎 内田信二郎

腎 臓 内 科
午前 森　　篤史 森　　篤史

午後 森　　篤史
（新患のみ 第 2•4） 森　　篤史 森　　篤史

（新患のみ 第 1•3） 森　　篤史

内分泌糖尿病内科
午前 岩本　　悠 芦澤　潔人 和泉　元衛

有森　春香 酒匂あやか 芦澤　潔人

午後 和泉　元衛 岩本　　悠

　　 フ ッ ト ケ ア 午後 岩本　　悠

小 児 科
午前 清水　日智 伊藤　暢宏 伊藤　正宣 清水　日智 伊藤　暢宏

午後 清水　日智 伊藤　暢宏 ワクチン・検診 清水　日智 伊藤　暢宏

皮 膚 科 午前 浅井　　幸 浅井　　幸

消 化 器 外 科 午前 小松　英明 田中　賢治
野川　辰彦 丸田　浩志 田中　賢治 小松　英明

外科（再診のみ） 午前 久野　　博
（再診のみ）

久野　　博
（再診のみ）

脳 神 経 外 科 午前 牛島隆二郎 牛島隆二郎 牛島隆二郎 牛島隆二郎

整 形 外 科 午前 桑野　洋輔
神﨑　貴仁

衛藤　正雄
﨑村幸一郎 桑野　洋輔 﨑村幸一郎

神﨑　貴仁
衛藤　正雄

長崎大学医師

リハビリテーション科 午前 﨑村幸一郎 神﨑　貴仁 衛藤　正雄 桑野　洋輔 桑野　洋輔

産 婦 人 科 午前 平木　宏一
河野　通晴

平木　裕子
福島　　愛

藤下　　晃
河野　通晴

平木　宏一
新谷　　灯

藤下　　晃
福島　　愛

　   四肢のむくみ 午前 河野　通晴

　  リ ン パ 浮 腫 午後 河野　通晴
耳 鼻 咽 喉 科
頭 頸 部 外 科 午前 金子　賢一 金子　賢一 金子　賢一

泌 尿 器 科
午前 長崎大学医師 長崎大学医師 長崎大学医師

午後 長崎大学医師
（処置のみ）

令和３年４月１日　現在

令和３年４月１日　現在

※健康診断についての予約受付時間：10時～16時 

　健康診断後の精密検査については“外来予約”（予約受付時間：12時30分～16時30分)になります。（この場合は紹介状は不要です）  

　  

検査・透析担当医表

健康診断担当医表

月 火 水 木 金

検

　
　
　
査

胃 カ メ ラ 午前 内田信二郎 町田　治久
内田信二郎 町田　治久 町田　治久 消化器内科医

長崎大学医師

大 腸 カ メ ラ 午後 町田　治久
内田信二郎

町田　治久
内田信二郎

町田　治久
内田信二郎

町田　治久
内田信二郎

町田　治久
内田信二郎

甲 状 腺 エ コ ー 午後 芦澤　潔人
岩本　　悠 芦澤　潔人

心臓カテーテル 午後 中田　智夫
福田　侑甫

中田　智夫
福田　侑甫

中田　智夫
福田　侑甫

脳 血 管 造 影 午後 牛島隆二郎

気 管 支 鏡 午後
夫津木要二
飯田　桂子
中田　奈々

夫津木要二
飯田　桂子
中田　奈々

夫津木要二
飯田　桂子
中田　奈々

夫津木要二
飯田　桂子
中田　奈々

夫津木要二
飯田　桂子
中田　奈々

透 析 午前 森　　篤史
伊達　雅浩

森　　篤史
伊達　雅浩

森　　篤史
伊達　雅浩

森　　篤史
伊達　雅浩

森　　篤史
伊達　雅浩

土
森　　篤史
伊達　雅浩

オ ー バ ー ナ イ ト 透 析 森　　篤史 森　　篤史 森　　篤史

月 火 水 木 金

一 般 健 診 午前 松永真由美 松永真由美 松永真由美 松永真由美 松永真由美

長

崎

市

が

ん

検

診

胃 が ん 午前 消 化 器 内 科 医 師

乳 が ん 午前 外科医師

子 宮 が ん 午前 産婦人科医師 産婦人科医師 産婦人科医師

肺 が ん 午前 レントゲン検査・喀痰検査

大 腸 が ん 午前 便検査

月 火 水 木 金

検

　
　
　
査

胃 カ メ ラ 午前 内田信二郎 町田　治久
内田信二郎 町田　治久 町田　治久 消化器内科医

長崎大学医師

大 腸 カ メ ラ 午後 町田　治久
内田信二郎

町田　治久
内田信二郎

町田　治久
内田信二郎

町田　治久
内田信二郎

町田　治久
内田信二郎

甲 状 腺 エ コ ー 午後 芦澤　潔人
明島　淳也 芦澤　潔人

心臓カテーテル 午後 中田　智夫
福田　侑甫

中田　智夫
福田　侑甫

中田　智夫
福田　侑甫

脳 血 管 造 影 午後 牛島隆二郎

気 管 支 鏡 午後
夫津木要二
飯田　桂子
中田　奈々

夫津木要二
飯田　桂子
中田　奈々

夫津木要二
飯田　桂子
中田　奈々

夫津木要二
飯田　桂子
中田　奈々

夫津木要二
飯田　桂子
中田　奈々

透 析 午前 森　　篤史 森　　篤史 森　　篤史 森　　篤史 森篤史
土

森篤史

オ ー バ ー ナ イ ト 透 析 森　　篤史 森　　篤史 森　　篤史

月 火 水 木 金

一 般 健 診 午前 松永真由美 松永真由美 松永真由美 松永真由美 松永真由美

長

崎

市

が

ん

検

診

胃 が ん 午前 消 化 器 内 科 医 師

乳 が ん 午前 外科医師

子 宮 が ん 午前 産婦人科医師 産婦人科医師 産婦人科医師

肺 が ん 午前 レントゲン検査・喀痰検査

大 腸 が ん 午前 便検査
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S A I S E I K A I
Announce

ご案内

当院では紹介状をお持ちでない患者さんのご予約の受付はいたしておりません。

紹介状（診療情報提供書）をお持ちの患者さんは平日〈８時30分～18時〉土曜日〈９時～13時〉の時間帯に地域医療連携センター

（TEL 0120-548-398（直通）または 095-827-7021（直通））へ

再診の予約または予約変更の患者さんは平日〈12時30分〜16時30分〉の時間帯に各診療科の外来看護師（TEL 095-826-9236（代表））へ

お電話をお願いいたします。

　診療受付時間　　午前８時30分～午前11時30分

※ただし急患の場合は、この限りではありません。ご不明な点がございましたら、当院へご連絡ください。

外来担当医表 令和３年４月１日　現在

診療科 月 火 水 木 金

救 急 セ ン タ ー
時間内 芦澤　潔人　／　﨑村幸一郎　／　牛島隆二郎　／　長崎大学医師　

時間外 2 4 時 間 3 6 5 日 受 入

総 合 内 科
午前 早野　元信 坂本　　藍 入田　昭子 濵田　久之 入田　昭子

午後 紹 介 及 び 急 患 の み 受 付

呼 吸 器 内 科 午前 夫津木要二 飯田　桂子 中田　奈々 夫津木要二 飯田　桂子

循 環 器 内 科 午前 福田　侑甫
米倉　　剛 中田　智夫 中田　智夫 早野　元信

〈不整脈〉

福田　侑甫
早野　元信
〈不整脈〉

消 化 器 内 科 午前 町田　治久 内田信二郎 内田信二郎

腎 臓 内 科
午前 森　　篤史 森　　篤史

午後 森　　篤史
（新患のみ 第 2•4） 森　　篤史 森　　篤史

（新患のみ 第 1•3） 森　　篤史

内分泌糖尿病内科
午前 岩本　　悠 芦澤　潔人 和泉　元衛

有森　春香 酒匂あやか 芦澤　潔人

午後 和泉　元衛 岩本　　悠

　　 フ ッ ト ケ ア 午後 岩本　　悠

小 児 科
午前 清水　日智 伊藤　暢宏 伊藤　正宣 清水　日智 伊藤　暢宏

午後 清水　日智 伊藤　暢宏 ワクチン・検診 清水　日智 伊藤　暢宏

皮 膚 科 午前 浅井　　幸 浅井　　幸

消 化 器 外 科 午前 小松　英明 田中　賢治
野川　辰彦 丸田　浩志 田中　賢治 小松　英明

外科（再診のみ） 午前 久野　　博
（再診のみ）

久野　　博
（再診のみ）

脳 神 経 外 科 午前 牛島隆二郎 牛島隆二郎 牛島隆二郎 牛島隆二郎

整 形 外 科 午前 桑野　洋輔
神﨑　貴仁

衛藤　正雄
﨑村幸一郎 桑野　洋輔 﨑村幸一郎

神﨑　貴仁
衛藤　正雄

長崎大学医師

リハビリテーション科 午前 﨑村幸一郎 神﨑　貴仁 衛藤　正雄 桑野　洋輔 桑野　洋輔

産 婦 人 科 午前 平木　宏一
河野　通晴

平木　裕子
福島　　愛

藤下　　晃
河野　通晴

平木　宏一
新谷　　灯

藤下　　晃
福島　　愛

　   四肢のむくみ 午前 河野　通晴

　  リ ン パ 浮 腫 午後 河野　通晴
耳 鼻 咽 喉 科
頭 頸 部 外 科 午前 金子　賢一 金子　賢一 金子　賢一

泌 尿 器 科
午前 長崎大学医師 長崎大学医師 長崎大学医師

午後 長崎大学医師
（処置のみ）

令和３年４月１日　現在

令和３年４月１日　現在

※健康診断についての予約受付時間：10時～16時 

　健康診断後の精密検査については“外来予約”（予約受付時間：12時30分～16時30分)になります。（この場合は紹介状は不要です）  

　  

検査・透析担当医表

健康診断担当医表

月 火 水 木 金

検

　
　
　
査

胃 カ メ ラ 午前 内田信二郎 町田　治久
内田信二郎 町田　治久 町田　治久 消化器内科医

長崎大学医師

大 腸 カ メ ラ 午後 町田　治久
内田信二郎

町田　治久
内田信二郎

町田　治久
内田信二郎

町田　治久
内田信二郎

町田　治久
内田信二郎

甲 状 腺 エ コ ー 午後 芦澤　潔人
岩本　　悠 芦澤　潔人

心臓カテーテル 午後 中田　智夫
福田　侑甫

中田　智夫
福田　侑甫

中田　智夫
福田　侑甫

脳 血 管 造 影 午後 牛島隆二郎

気 管 支 鏡 午後
夫津木要二
飯田　桂子
中田　奈々

夫津木要二
飯田　桂子
中田　奈々

夫津木要二
飯田　桂子
中田　奈々

夫津木要二
飯田　桂子
中田　奈々

夫津木要二
飯田　桂子
中田　奈々

透 析 午前 森　　篤史
伊達　雅浩

森　　篤史
伊達　雅浩

森　　篤史
伊達　雅浩

森　　篤史
伊達　雅浩

森　　篤史
伊達　雅浩

土
森　　篤史
伊達　雅浩

オ ー バ ー ナ イ ト 透 析 森　　篤史 森　　篤史 森　　篤史

月 火 水 木 金

一 般 健 診 午前 松永真由美 松永真由美 松永真由美 松永真由美 松永真由美

長

崎

市

が

ん

検

診

胃 が ん 午前 消 化 器 内 科 医 師

乳 が ん 午前 外科医師

子 宮 が ん 午前 産婦人科医師 産婦人科医師 産婦人科医師

肺 が ん 午前 レントゲン検査・喀痰検査

大 腸 が ん 午前 便検査

月 火 水 木 金

検

　
　
　
査

胃 カ メ ラ 午前 内田信二郎 町田　治久
内田信二郎 町田　治久 町田　治久 消化器内科医

長崎大学医師

大 腸 カ メ ラ 午後 町田　治久
内田信二郎

町田　治久
内田信二郎

町田　治久
内田信二郎

町田　治久
内田信二郎

町田　治久
内田信二郎

甲 状 腺 エ コ ー 午後 芦澤　潔人
明島　淳也 芦澤　潔人

心臓カテーテル 午後 中田　智夫
福田　侑甫

中田　智夫
福田　侑甫

中田　智夫
福田　侑甫

脳 血 管 造 影 午後 牛島隆二郎

気 管 支 鏡 午後
夫津木要二
飯田　桂子
中田　奈々

夫津木要二
飯田　桂子
中田　奈々

夫津木要二
飯田　桂子
中田　奈々

夫津木要二
飯田　桂子
中田　奈々

夫津木要二
飯田　桂子
中田　奈々

透 析 午前 森　　篤史 森　　篤史 森　　篤史 森　　篤史 森篤史
土

森篤史

オ ー バ ー ナ イ ト 透 析 森　　篤史 森　　篤史 森　　篤史

月 火 水 木 金

一 般 健 診 午前 松永真由美 松永真由美 松永真由美 松永真由美 松永真由美

長

崎

市

が

ん

検

診

胃 が ん 午前 消 化 器 内 科 医 師

乳 が ん 午前 外科医師

子 宮 が ん 午前 産婦人科医師 産婦人科医師 産婦人科医師

肺 が ん 午前 レントゲン検査・喀痰検査

大 腸 が ん 午前 便検査

10 09HOHOEMI vol.66



■病院の基本方針

１．地域に密着した急性期病院
２．救急医療を推進する病院
３．医療人の育成に力を入れる病院
４．職員の成長と活力を大切にする病院
５．最高品質を求めて変革していく病院

■患者さんの権利

■患者さんの義務

１．個人の尊厳が保たれ、いかなる差別もなく、 安全で良質な医療を公平に受ける権利
があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（受療権）

２．わかりやすい言葉で、病状、診断、予後、治療方法などについての説明を求めること
ができます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（知る権利）

３．納得できるまで説明を受けた後、医療従事者の提案する診療計画などを自らの意思
で決定することができます。  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （自己決定権）

４．プライバシーを保護される権利があります。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（プライバシー保護権）
５．他の医師に相談する権利があります。　　　　　　　　　 （セカンドオピニオン権）              

１．医療従事者に対し、自身の健康に関する情報を出来るだけ正確に伝えて下さい。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（情報提供義務）

２．すべての患者が適切な医療を受けられるよう、 社会的ルールや病院の規則、職員の
指示を守って下さい。　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 （診療協力義務）

３．適切な医療を維持するために、医療費を遅滞なくお支払下さい。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  （医療費支払義務）

４．医療人の育成という病院の役割のため、 臨床教育等に対し、可能な限り協力して下
さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      （医療人育成協力義務）

５．高度な医療を提供するため、臨床研究に対し、 可能な限り協力して下さい。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （臨床研究協力義務） 

済生の精神をもって

    心のこもった医療を実践する

■病院の理念
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新大工町

院　　長　衛藤正雄

診療科目　救急科、総合診療科、内科、内分泌内科、代謝内科、糖尿病内科、

呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、腎臓内科、人工透析

内科、小児科、脳神経外科、外科、消化器外科、大腸外科、

整形外科、産婦人科、耳鼻咽喉科･頭頸部外科、泌尿器科、

放射線科、放射線診断科、病理診断科、麻酔科、皮膚科、

リハビリテーション科

病 床 数　205床（全室個室） 

看護体制　７対1（152床）、HCU（12床）、地域包括ケア（41床）

関連施設　特別養護老人ホームなでしこ荘

自家用車　市役所方面より馬町交差点を長崎バイパス方面へ左折1分

　　　　　東長崎方面より馬町交差点を長崎バイパス方面へ右折1分

　　　　　諫早・時津方面より長崎バイパス西山出口を出て3分 

バ　　ス　新大工町前下車、徒歩10分

　　　　　上長崎小学校前／経済学部前下車、徒歩1分

電　　車　諏訪神社下車、徒歩10分

タクシー　長崎駅より７分　   

病 院 概 要 O u t l i n e

交通アクセス A c c e s s

ほほえみ
健 康 な 生 活 に 役 立 つ 医 療 情 報 や 当 院 の 魅 力 を 紹 介 す る 広 報 誌

s m i l e

T A K E  F R E E
ご 自 由 に お 取 り く だ さ い

入院費について 疑問を解消！特 集
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済生会長崎病院
社会福祉法人

恩賜
財団

ほほえみはいかがでしたか？

ご意見・ご要望等がありましたらご連絡ください。
メールはこちらから

新型コロナウイルス
ワクチン

　当院は、新型コロナウイルスワクチン優先接種施設となっ

ております。3月11日（木）に、ファイザー社の新型コロナウイ

ルスワクチンが届き、3月15日（月）より、1回目の優先接種を

実施しました。新型コロナウイルスの感染を防ぐには、集団免

疫をつけることが第一歩となります。

　当院も地域医療支援病院として地域の皆様のワクチン接種

にむけて準備をすすめて参ります。感染数が減少傾向にあり

ますが、感染対策を十分に行いましょう。
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